２　宗門改めと血判褒賞
宗門御改め

　寛永のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さこく),鎖国)以来、厳重を極めたキリシタンの取締りはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けっぱん),血判)の制度を生んだ血判は邪教（キリスト教など）の信者でないという証明に行ったもので、最初の頃は指の先に傷をつけてその血で判をしたものだが、後には型だけ残して続けられた。

　古老が語る幕末頃は、泊・園の浜に近郷の者を集め、郡奉行立会いで役人がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごはっと),御法度)を読みきかせてから1人ずつ名前を読みあげて呼び出し、血判をとる。

　血判の方法は、ベニガラのような赤色を左の親指の第一関節までつけて押す。

　この時大勢の前で善行表彰をして賞与を渡すかたわら、悪事を働いた者の召し捕りもすることは前述の通りである。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろてん),露店)などが出るようなにぎわいであったと言う。

　小浜に残されている記録、文久4年子ノ3月「小浜村血判呼出人別帳」は貴重である。
　一定次郎　　○女房　　　　　伝四郎　　　○きち　　　よね　　

　一重助　　　○女房　　　　○いわ　　　　　平蔵　　　

　一与三郎　　○女房　　　　○忠次郎　　　　女房　　　いし

　一栄助　　　　源次郎　　　　女房
　一長次郎　　○女房　　　　　金左衞門　　　磯次郎　　さと
　一源左衞門　　源三郎　　　○女房　　　　　重左衞門

　一彦三郎　　○女房　　　　　長兵衞　　　　平之助　　ちよ

　一政右衞門　　はは

　一惣兵衞　　○女房　　　　○はは　　　　　しち

　一善左衞門　○女房　　　　　政次郎　　　○はは　　　弥四郎

　一次平　　　　仙助
　一伊右衞門　○女房　　　　　元三郎　　　　わい

　一与右衞門
　一徳四郎　　○女房　　　　　金蔵

　一佐七郎　　○はは　　　　　徳右衞門　　○女房　　　○さめ

　一弥平　　　○女房　　　　　文四郎

　一文左衞門　　女房　　　　　○はは　　　　善十郎　　○左十　　　　多助

　一竺三郎　　○女房

　一芳兵衞　　○女房　　　　　○はは

　一佐左衞門　○女房　　　　　　常右衞門　　亀之助
　一竺助　　　○はは

　一重三郎

　一次右衞門　○女房

　一徳次郎　　○女房　　　　　○はは　　　○乙松　　　　徳左衞門　　女房

　一市三郎　　　藤左衞門　　　○はは　　　○清兵衞　　　はは　　　　とき　　

　一伊三郎　　　○女房

　一弥三郎　　　○はは　　　　　源四郎　　　○はる

　一与市左衞門　○女房

　一勝三郎　　　○女房　　　　　久右衞門

　一善四郎　　　○はは　　　　○まん　　　　　徳助

　一利助　　　　○女房　　　　○はは　　　　　多左衞門　　女房　　辰之助　　ちか

　一清助　　　　○女房　　　　○はは　　　　　松之助

　一武右衞門　　○女房　　　　　甚五郎

　一亀右衞門　　　女房　　　　○はは

　一和三郎

　〆百弐拾五人

　　内

　一八拾人　　御前にて相済

　一四拾五人　留守居、病人　　　（註「はは」は「ばば」の意、―――は確認のしるし）

宇谷に残る記録に

　一三百六拾九人　　乗蓮寺旦那

　一七人　　　　　　香宝寺旦那

　一壱人　　　　　　法林寺旦那

　合三百七拾七人

　　内

　一百七人　　　　　十四より六十迄の男

　一弐拾九人　　　　六十一より上の男

　一四拾四人　　　　十三より下の男

　一百九拾四人　　　女老若共に

　一弐人　　　　　　座頭

　一壱人　　　　　　瞽女
　　〆三百七拾七人

　　内

　　六拾三人　　　　九ツより下血判御免

　　壱人　　　　　　御手廻り

　　弐拾三人　　　　他所へ罷出男女奉公人

　　残る弐百九拾人

　　外ニ

　　　四人　　　　　他所より参込男女奉公人　

　　合弐百九拾四人

　　　外ニ

　　　三人　　　　　鉢屋

　右之通相違無御座候。以上。　

　　　　　　　　　　　寅二月日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋亀三郎

　　　松島市良右衞門殿

嘉永七年寅二月日「宇谷村壱本紙血判取分帳」
　血判改めについては、次の取り決めも残されている。

　一血判始め之節客来不仕并祝之品取遣し仕間敷事

安政二年河村郡宇谷村締合儀定書上帳抄
　一切支丹宗門之儀御改、上下末々并座頭頭瞽女乞食穢多鉢屋悪病之者ニ至迄、壱人も血判残申間敷候。
　　附り、宗門改人帳壱歳より書越、頭判旦那寺請合判形取可申候奥書〆之判形於御前被為　仰付并切支丹博候者類族共不限男女子供生候者又は相果候者一刻も相延不申、早々御断可申候　類族之者共縁組所替其外一日二日逗留ニて罷出候は前廉に早々御断可申事。
享保九年「条々」抄　　寛政十一年「河村郡宗門四季御改帳」抄
　　　　園の林家に次の史料がある。
　血判褒賞

河村郡園村

　　　林助　
　　其方儀、父文三郎夫婦并兄清六、其身夫婦子供両人都合七人家内極貧窮相暮ながら両親を懇ニ養育致シ、其上御貢物始諸払、人先ニ相仕廻候ニ付、去年御褒美被遣候処、益相励、仮令無理成事申聞候ても不相背、世上の風説等物語致し、兎角心を慰、二便之世話等も夫婦共々懇ニ取扱ヒ種々孝養を尽し、殊ニ被仰出之御趣意並村役人より申付候儀少しも無違背相守、万事貞実ニ心得方宜段猶又大庄屋より申達候ニ付EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(として),為)御褒美米四斗被遣候。
　　　（園・林　繁所蔵）
　これは、林助が親に孝養を尽くし、一般の模範として藩より賞詞を受けたものである。

　この賞状は、いつどこで誰からもらったものか言い伝えもなくはっきりいえないが、賞状の文句、紙の質、字体から考えて、藩政時代の終り頃、鳥取藩からもらったものにちがいなく、場所はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けっぱん),血判)の場からであったと思われる。血判というのは、宗門血判のことで、幕府が、キリスト教を禁止し、キリスト教信者でないEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あかし),証)として、血判をさせたのがはじまりである。毎年農業のひまな旧3月頃に、郡奉行が地方にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(でば),出張)り、数か村～十数か村ごとに村人を集めて行った。この時血判を受けねばならぬ者は、10歳以上のもので、血判の順序は次のようであったと思われる。
　1、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きじょうもん),起請文)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こおり),郡)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶぎょう),奉行)が読み聞かせ、地方の郡役人へ渡す。

　2、血判―地方役人がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にん),人)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(べつちょう),別帳)によって、1人1人名前を呼び、よばれた人は前に進み出てたしかめてもらう。

　3、庄屋などが代ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おじょうもく),御条目)などを読み聞かす。

　4、悪人を召しとる―極悪人や、悪人を呼び出し、皆の面前で手錠を打ち、縄をかける。召し取る悪人は、極悪人や悪人とも郡中で2、3人であったらしい。悪人はかねて大庄屋から申し出た者の中から選び、召し取った者は、それぞれ牢屋、小屋入りをさせる。

　5、孝子表彰など、善行表彰をする。
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　林助が、賞状をもらった時の様子を古老の話などによって想像すると次のようになると思われる。

　血判EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よせ),寄)場の園の浜には、泊・舎人の人々が、庄屋を先頭にして村別に並ぶ。1年に1度の大寄合であるから、多くは晴着を着け、祭りのような気分でもある。やがて郡奉行は、下目付らの藩役人・大庄屋・中庄屋などのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じかた),地方)役人を従え、上手の小屋に入る。数千の者が、砂にひざまずき、しんと静まりかえると、前記の次第で進行してこれを終える。

　古老によると、血判の場所には泊の米田がいつも、大小をつけて上段に控えていた。ある時は、小浜の小谷が鎌をもらったという。

　米田が血判に立ち合うことは、先祖の幸三郎が藩の財政の立て直しに力を入れたために、代々特権として与えられていたもので、小谷が鎌をもらったのは、百姓仕事に熱心で、年貢米の納めぶりがよかったためと思われる。

　林助がもらった賞状にも、「御貢物始諸払、人先ニ相仕廻」とか「被仰出之御趣意」「少しも無違背」とあり、その頃は、藩への忠勤を父母への孝養とならべて最も大きな善行と教え、下の者はその行いに対する藩の褒賞をこの上ない名誉と考えたのは自然である。
　林助と同様、泊の定三郎も褒賞を受けている。定三郎は泊の浜崎（現姓）に生まれ、鍋屋（現姓浜家）の跡を継いだ。定三郎がこの賞状をもらった血判の場所と年時は明らかでない。
河村郡泊村　定三郎

　　其の方儀、当八十四歳にまかり成り候養母共に妻子六人、家内貧窮ながら少し畑作いたし、漁業渡世相営居り申す処、孝心厚く、母を大切に致し、極老の儀に候えば朝夕子供同様抱きかかえ、なるだけ魚など与え、養育いたし家内むつまじく相暮らし、村方と交り厚く、普請屋根替えなどこれある節は、まかり出て貞実に相働き、御年貢払いも人先きに進み、万事心得方よろしく孝行奇特なるものと、他村までも評判いたし候段、大庄屋申し達し候に付、御褒美として米四斗遣わされ候。（読下し）
（『泊村の歴史稿』より
